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い
で
の
ま
ち
か
ど

オ
ウ
ツ

チ
ン
グ

活
動
拠
点
「
む
す
び
家
ｉ
ｄ
ｅ
」
完
成

　
　
　

京
都
産
業
大
学　

井
手
応
援
隊

　

京
都
産
業
大
学
の
学
生
た
ち
に

よ
る
「
井
手
応
援
隊
」
の
町
内
で

の
活
動
拠
点
と
し
て
、
空
き
家
を

活
用
し
た
施
設
「
む
す
び
家
ｉ
ｄ

ｅ
」
の
お
披
露
目
式
が
３
月
11
日

（
土
）
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

施
設
は
井
手
町
井
手
宮
ノ
本
の

空
き
家
を
借
り
上
げ
、
昨
年
秋
か

ら
学
生
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
整

備
し
て
き
た
も
の
で
す
。

　

お
披
露
目
式
で
は
、
汐
見
明
男

町
長
と
京
都
産
業
大
学
の
大
城
光

正
学
長
に
よ
っ
て
、
玄
関
口
に
施

設
の
銘
板
が
取
り
付
け
ら
れ
た
あ

と
、
汐
見
町
長
が
「
こ
こ
を
活
動

拠
点
に
町
の
魅
力
を
広
く
発
信
し
、

若
い
世
代
の
人
口
増
加
に
つ
な
げ

て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

大
城
学
長
も
「
井
手
応
援
隊
の

知
名
度
が
上
が
り
、
地
域
の
皆
様

に
受
け
入
れ
ら
れ
た
か
ら
こ
そ
、

こ
の
む
す
び
家
ｉ
ｄ
ｅ
は
で
き
た
。

地
道
な
活
動
を
続
け
て
き
た
学
生

た
ち
を
褒
め
た
い
。
学
生
た
ち
は

自
信
を
持
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ

ま
し
た
。

　

今
後
は
、
学
生
た
ち
の
活
動
拠

点
の
ほ
か
地
域
の
子
ど
も
た
ち
と

の
交
流
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
る

予
定
で
す
。

　

差
別
を
許
さ
な
い
人
権
意
識
の

向
上
と
、
住
民
相
互
の
交
流
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
３
月
12
日

（
日
）、、
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン

タ
ー
で
第
31
回
井
手
町
解
放
文
化

祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
は
、
多
彩
な
模
擬
店
が
立

ち
並
び
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ

い
ま
し
た
。

　
　

作
詞
家
、
鮎
川
め
ぐ
み
さ
ん

の
ト
ー
ク
と
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
ア
ン

サ
ン
ブ
ル
Ｖ
Ｉ
Ｖ
Ｏ(

ヴ
ィ
ー
ボ)

に
よ
る
「
鮎
川
め
ぐ
み
ト
ー
ク
＆

ラ
イ
ブ
」
が
行
わ
れ
た
ほ
か
、
落

語
家
で
「
国
境
な
き
芸
能
団
」
代

あいさつする大城学長 あいさつする汐見町長

学生たちから施設の銘板を受け取る汐見町長と大城学長 ( 左）

　

井
手
町
多
賀
北
口
地
区
に
至
る

新
し
い
町
道
11
‐
８
号
線
が
完
成

し
、
３
月
１
日
（
水
）
か
ら
供
用

を
開
始
し
ま
し
た
。

　

北
口
地
区
に
通
じ
る
従
来
の
道

路
は
幅
員
が
狭
く
緊
急
車
両
の
通

行
が
困
難
だ
っ
た
こ
と
か
ら
整
備

し
ま
し
た
。延
長
は
約
１
０
０
メ
ー

ト
ル
、
幅
員
は
７
メ
ー
ト
ル
。

　

供
用
開
始
の
日
に
は
、
無
火
災

デ
ー
防
火
パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、

早
速
役
場
の
防
災
広
報
車
や
消
防

署
井
手
分
署
の
消
防
車
な
ど
の
緊

急
車
両
が
試
験
通
行
を
行
い
ま
し

た
。

供用開始した新町道を試験走行する車両

鮎川めぐみさんによるトーク＆ライブ

緊
急
車
両
で
試
験
走
行

　

多
賀
北
口
地
区
に
新
町
道

多
彩
な
催
し
で
に
ぎ
わ
う

第
31
回
井
手
町
解
放
文
化
祭
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井
手
小
43
人
、
多
賀
小
20
人

　
　
　

両
小
学
校
で
卒
業
式

表
と
し
て
戦
場
や
紛
争
地
な
ど
に

笑
い
を
届
け
て
い
る
笑
福
亭
鶴
笑

さ
ん
に
よ
る
「
笑
い
と
感
動
」
の

講
演
会
、
児
童
館
コ
ー
ラ
ス
教
室

の
メ
ン
バ
ー
や
保
育
園
児
ら
に
よ

る
舞
台
発
表
な
ど
が
、
に
ぎ
や
か

に
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

41
人
が
学
び
舎
巣
立
つ

　

泉
ヶ
丘
中
学
校
で
卒
業
式

　

泉
ヶ
丘
中
学
校
（
中
田
邦
和
校

長
）
で
３
月
14
日
（
火
）、
第
70
回

卒
業
証
書
授
与
式
が
行
わ
れ
、
41

人
（
男
子
24
人
、
女
子
17
人
）
が
、

慣
れ
親
し
ん
だ
学
び
舎
を
巣
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
中
田
校
長
か
ら
卒
業

生
一
人
一
人
に
卒
業
証
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
中
田
校
長
の
は
な
む
け
の

言
葉
に
続
い
て
、
汐
見
明
男
町
長

を
は
じ
め
と
す
る
来
賓
た
ち
が
祝

辞
を
述
べ
、
在
校
生
と
教
員
ら
が

「
構
成
詩
」
で
卒
業
生
た
ち
に
別
れ

と
励
ま
し
の
言
葉
を
伝
え
ま
し
た
。

　

井
手
小
学
校
（
德
田
雅
人
校
長
）

と
多
賀
小
学
校
（
山
野
勉
校
長
）

で
３
月
17
日
（
金
）、
卒
業
証
書
授

与
式
が
行
わ
れ
、
井
手
小
学
校
か

ら
は
43
人
、
多
賀
小
学
校
か
ら
は

20
人
が
卒
業
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は
、
校
長

先
生
か
ら
一
人
一
人
に
卒
業
証
書

が
手
渡
さ
れ
た
あ
と
、
卒
業
生
た

ち
は
、
多
く
の
人
た
ち
に
見
送
ら

れ
、
６
年
間
の
思
い
出
を
胸
に
小

学
校
を
巣
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

泉ヶ丘中学校の卒業式

井手小学校の卒業式多賀小学校の卒業式

保健センターからのお知らせ
＊平成２９年度「高齢者肺炎球菌ワクチン定期予防接種」について

【接種対象者】
①　平成２９年度（平成３０年３月３１日まで）は
平成２９年度に６５歳、７０歳、７５歳、８０歳、
８５歳、９０歳、９５歳、１００歳になる方が対象
になります。対象者には４月下旬に個別通知します。
　※すでに肺炎球菌ワクチン（23 価肺炎球菌莢膜ポ
リサッカライドワクチン）の予防接種を受けたこと
がある方は、対象とはなりません。
②　60 歳から 65 歳未満の方で、心臓、腎臓、呼吸
器の機能に自己の身辺の日常生活活動が極度に制限
される程度の障がいやヒト免疫不全ウイルスによる
免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障
がいがある方も定期接種の対象となります。（身体障

平
成
29
年
度
の
対
象
者

年齢 対象生年月日
６５歳 昭和２７年４月２日生～昭和２８年４月１日生
７０歳 昭和２２年４月２日生～昭和２３年４月１日生
７５歳 昭和１７年４月２日生～昭和１８年４月１日生
８０歳 昭和１２年４月２日生～昭和１３年４月１日生
８５歳 昭和　７年４月２日生～昭和　８年４月１日生
９０歳 昭和　２年４月２日生～昭和　３年４月１日生
９５歳 大正１１年４月２日生～大正１２年４月１日生

１００歳 大正　６年４月２日生～大正　７年４月１日生

＊６５歳以上の肺炎球菌ワクチン接種費用の一部助成について
　高齢者肺炎球菌ワクチン定期予防接種以外で肺炎球菌ワクチンを受けられた６５歳以上の方は接種費用の一部を
助成します。

【対象者】　　　　　接種時に井手町に住民票がある６５歳以上の方。※すでに肺炎球菌ワクチン（23 価肺炎球菌莢
　　　　　　　　　膜ポリサッカライドワクチン）の予防接種を受けたことがある方、健康保険の適用の方は対象
とはなりません。

【接種対象期間】　　平成２９年４月１日～平成３０年３月３１日
【申請受付】　　　　平成３０年４月６日まで
【助成金額】　　　　接種費用のうち４，０００円
【接種場所】　　　　各医療機関
【助成方法】（１）町内医療機関（岡林医院・水野クリニック）の場合
　　　　　　　医療機関窓口で本人確認書類（健康保険証、介護保険証等）を提示のうえ接種してください。
　　　　　　　医療機関窓口で接種費用のうち４，０００円を差し引いた金額を支払ってください。
　　　 　　（２）（１）以外の医療機関の場合（償還払い）
　　　　　　　接種後、医療機関窓口で接種費用の全額を支払い下記の①～④を持参のうえ保健センター窓口で申
　　　　　　　請してください。
　　　　　　　①接種費用の領収書原本　②接種したことが証明できるもの（接種済証、予診票控え等）
　　　　　　　③印鑑　④振込先がわかるもの（預金通帳など）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　お問い合わせ：保健センター（℡８２－３３８５）

害者手帳 1 級の保持者及び同程度の方）
【接種費用】
　自己負担 2,500 円（町民税非課税世帯及び生活保護世帯の方は無料）
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◇平成２９年度（２０１７年度）の当初予算◇

一般会計　４５億１９００万円　　特別会計　２９億６１０９万４千円
７４億８００９万４千円

新しくなる JR 玉水駅外観のイメージ

橋上駅舎の改札口付近のイメージ

　平成 29 年度の一般会計は、道路や上下水道など、生活基盤の整備・拡充、地域福祉をはじめとする福祉の充実、
住民の健康増進、教育の充実、観光振興、防災対策の強化、人権啓発など、継続的な取り組みをさらに積極的に
推進するほか、利便性の向上を図るためのＪＲ奈良線の全線複線化、雇用創出と税収確保のための多賀白坂地区
開発、防災対策や住宅適地拡大のための宇治木津線の整備といった本町にとって長年の懸案の解決に向けて最も
重要となる３つの事業についても、さらに前進させていくことを念頭に予算編成を行いました。
　主な事業は、子育て世代への医療費助成を中学卒業までから 18 歳に達する日以降の３月 31 日まで拡大、食物
アレルギーのある児童生徒に対して原因物質となる食品を除いた代替食を提供するための給食センター施設整
備、ＪＲ奈良線高速化・複線化第二期事業の補助や、関連事業としてＪＲ玉水駅の駅舎橋上化を含む周辺整備、
平成 32 年４月開校予定の府立特別支援学校へのアクセス道路となる町道 29 号線道路改良をはじめとする町道整
備事業に引き続き取り組むほか、町内街灯のＬＥＤ整備、保護者の子育てと就労の両立を支援するための病児保
育事業や子育て短期支援事業、泉ヶ丘中学校生徒の更なる英語力向上に向けた英検チャレンジ推進事業などに取
り組みます。
　また大規模地震などによって消火栓が使用できなくなるような事態に備えて井手地区に防火水槽等を整備する

■平成 29 年度予算の概要

ほか、町営住宅の長寿命化改修、史跡大安寺旧境内附石橋
瓦窯跡の整備、商工会が実施するプレミアム付き商品券発
行への補助、泉ヶ丘中学校の国際交流・海外派遣事業への
支援なども引き続き予算計上しております。
　その結果、一般会計予算は 45 億１９００万円となり、
前年度と比較して３億８００万円、７・３％の増額となり
ました。また、特別会計（国民健康保険・介護保険・後期
高齢者医療・井手町水道事業・多賀地区簡易水道事業・公
共下水道事業・多賀財産区）を合わせた予算総額は、74
億８００９万４千円（対前年度比３億７２００万２千円、
５・２％増）となりました。
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■総務費 企業立地促進助成 １７，５５０
町勢要覧 ４，５００ 中小企業融資利子補給 １，０００
井手応援隊活動拠点運営事業 ２，５００ 婚活支援事業補助金 １５０
防犯カメラ整備 ２，０００ プレミアム付き商品券発行補助 １２，３００
自治体国際化協会職員派遣 ５，０７５ 町商工会振興事業補助 ７，５００
ＪＲ奈良線高速化・複線化第二期事業費補助金 ６６，４０２ いでちょう百縁商店街事業補助 ２５０
新庁舎建設検討会議（基本構想・基本計画策定業務） ８，６７３ 小規模企業者資金借入保証料補助 ２，５００

■民生費 ■土木費
子育て支援医療費 ２３，５１８ 木造住宅簡易耐震改修助成 １，５００
病児保育事業 ２００ 木造住宅耐震シェルター設置助成 １，５００
子育て短期支援 ７８ 町道２９号線道路改良 ２１０，０００
子育て支援チャイルドシート等購入費補助 ３７５ 町道３号線道路改良 ２６０，０００
一時預かり事業 ５，８５５ 歴史と自然が薫る道づくり事業 １０，０００
デイサービスセンター改修 ６２，０００ ＪＲ玉水駅周辺整備 ３００，０００
バリアフリー整備 １，２９９ 町営住宅長寿命化改修 ５０，６００
障害者自立支援事業 ２１９，０６６ 町営住宅給湯器改修 １，３５０

下排水路改修 ８，２１０
■衛生費
子育て世代包括支援事業 ３０６ ■消防費
住宅用太陽光発電システム等設置補助 ４，０００ 井手分署改修 ６，３００
予防接種事業 ２２，８６１ 指揮広報車購入 ５，５００
健康増進事業 １４，６７９ 防災広場整備 ２１，０００
二十歳からの健康づくり事業 ７０９ 消防団資機材購入 ２，０００
城南衛生管理組合分担金 １０９，０３３ 防火水槽設置等 １７，０００

防災マップ作成業務 ９，０００
■農林水産業費 消防委託料 １９６，１８９
新規就農者確保対策事業 １，５００
農村地域安心安全マップ作成 ２，７００ ■教育費
耕作放棄地活用事業 ７，７５０ 給食センター施設整備（食物アレルギー対応） ２１，０００
有害鳥獣駆除 ５，３５０ 英検チャレンジ推進事業 ３７８
農地中間管理事業 １，１５２ 数検チャレンジ推進事業 １８０
鳥獣被害防止緊急捕獲等対策 ５２０ 通級指導教室 ２６０
農地・水・環境保全向上対策事業 ４，７８８ 放課後児童クラブ １１，３１０

史跡整備 ４，７８６
■商工費 泉ヶ丘中学校国際交流・海外派遣事業 ４，０８０
まちづくりセンター施設整備 １，１８４ 絵本の贈呈 １９９
お茶の京都博負担金 ３，５５０ 図書館出張貸出拡張事業 ３８８

■■■■ 平成２９年度主な事業（単位：千円）■■■■

町営住宅等の入居者を次のとおり募集します。
■ 所　　在 ／ 井手町大字井手小字段ノ下・南溝・下赤田・扇畑地内
■ 団 地 名 ／ 町営北団地、町営南団地、府営住宅井手団地
■ 募集戸数 ／ ９戸（一般向け７戸、高齢者・障がい者向け２戸）
■ 交付期間 ／ ４月２１日 ( 金 ) ～５月８日 ( 月 )《土曜・日曜・祝日を除く》
■ 申込期間 ／ ４月２８日 ( 金 ) ～５月１６日 ( 火 )《土曜・日曜・祝日を除く》
■ 申込時間 ／ 午前９時～１１時３０分・午後１時～４時
■ 入居時期 ／ 平成２９年７月を予定
■ そ の 他 ／ 募集案内等は、４月２１日 ( 金 ) より５月８日 ( 月 ) まで、

いづみ人権交流センター内同和・人権政策課で配布　
なお、高齢・障がい者向けの申請にはその内容の証明が必要です。

　＊お申し込み・お問い合わせは、いづみ人権交流センター内　同和・人権政策課（℡ 82 － 3380）まで

町営住宅等（空家）の入居者募集
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「国民健康保険」や「後期高齢者医療」の加入者を対象に人間ドックの助成を行っています。
　（健診に要する費用額の７割相当額を助成します。）
■受診機関
　京都山城総合医療センター・田辺中央病院・武田病院グループ（武田病院健診センター・宇治武田
病院健康センター・武田総合病院健康管理センター・山科武田ラクト健診センター）
■申込締切　平成２９年５月３１日（水）予定人数に達した場合締切る場合があります
■受診期間　平成２９年４月３日（月）～平成２９年１２月３１日（日）
■対象者
　【国民健康保険加入者】
　　　次のすべてに該当する方
　　　　　・引き続き１年以上本町の被保険者である方
　　　　　・入院または妊娠していない当該年度末現在満４０歳以上の方
　　　　　・国民健康保険税を完納している世帯に属する方
　　　　　・前回の人間ドック受診から６月以上経過しており、受診回数は同一年度 1 回である方
　　　　　・人間ドックの受診結果を特定健診の受診に代えて取り扱うことを了承する方　　　　　
　【後期高齢者医療制度加入者】
　　　次のすべてに該当する方
　　　　　・本町の被保険者である方
　　　　　・入院または介護施設に入所していない方
　　　　　・後期高齢者医療保険料を完納している世帯に属する方　
　　　　　・前回の人間ドック受診から６月以上経過しており、受診回数は同一年度 1 回である方　
　　　　　・人間ドックの受診結果を後期高齢者健診の受診に代えて取り扱うことを了承する方　　　　
■申込方法
　　　　保健医療課窓口で備付けの申込書を提出。
　　　　受診される前に必ず事前にお申込みください。
　　　　　必要なもの　　印鑑・保険証
　　　　　申込締切　　　平成２９年５月３１日（水）　　
　　◎国民健康保険の人間ドックと特定健康診査、後期高齢者の人間ドックと後期高齢者健康診査の
　　　重複受診はできません。　
　　　お問い合わせは、保健医療課　（℡８２－６１６６）まで

国民健康保険・後期高齢者医療からのお知らせ
平成２９年度　人間ドック助成受付開始

１８歳まで入院・通院とも自己負担が無料
井手町子育て支援医療費助成制度拡大

　井手町では次代を担う子どもの保健の向上及び福祉の増進を図るため、平成２９年４月診療分から子育
て支援医療費の助成対象となる子どもの年齢を中学卒業から１８歳に拡大しました。

出生～３歳の誕生月 ３歳の誕生月の翌月　～　中学生 ※中学卒業～１８歳＊

入　院
受給者証　：　白　色

　受給者証　：　さくら色
自己負担　：　無　料

通　院
　　　　受給者証　：　さくら色

自己負担　：　無  料
　　　　自己負担　：　無  料

＊ 18 歳・・・満 18 歳に達する日以後の最初の 3 月 31 日まで。
　病院などの窓口で「加入医療保険証（健康保険証）」と一緒に、「子育て支援医療費受給者証」を提示していた
だくと、入院・通院とも自己負担が無料となります。
だだし、次の場合は井手町役場保健医療課で償還払いの手続きとなります。
　(1) 京都府以外の医療機関で医療をうけた場合
　(2) 出生の日、または転入の日から「受給者証」の交付申請の日までに医療を受けた場合

【申請書類および添付書類等】
①領収書（受診日、受診者名、保険点数、金額、領収印のあるもの）または、受診証明書
※コルセットなどの治療用補装具の場合は、医師の意見書、装具装着の証明書が必要です。先に加入医療保険に
手続きの上、支給決定通知書（加入医療保険者で発行）もあわせて提出してください。　
②子どもの加入医療保険証　　③印鑑と保護者の振込先（口座）のわかるもの　　④子育て医療受給者証

※学校の管理下での負傷による「日本スポーツ振興センターの災害共済給付」の対象医療
費については対象外となります。

お問い合わせは、保健医療課　（℡８２－６１６６）まで
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　近年、高齢化により認知症になる人が増えています。認知症予防という言葉を聞くと「まだ認知症じゃ
ないから大丈夫」という声も聞きますが、予防は認知症になる前や初期の段階でも効果はあります。
　京都府では京都式オレンジプラン（京都認知症総合対策推進計画）において、認知症になっても安心し
て暮らせる京都を目指していろいろな事業が行われています。井手町でも、健康で長寿のまちを目標に認
知症予防の取り組みに力を入れています。
　今年度は、認知症に関する話題をテーマにコラムを連載していきたいと考えています。また、認知症予
防となる健康づくりとして簡単な体操等もご紹介しますので、是非ご活用ください。

足腰を鍛えて歩く力をいつまでも保つことが健康寿命の秘訣です。
たとえ運動時間が短くても毎日おこなう習慣を身につけることが肝心です。

「認知症予防は健康づくりから」

　井手町の「脳トレ教室ひまわり」でもお
なじみ、認知症予防へ向けた運動である「コ
グニサイズ」の開発をした「国立研究開発
法人国立長寿医療研究センター」で紹介さ
れているコグニウォークです。歩く動作と
しりとりや計算等の課題を同時に行いま
す。普段の散歩もしくは自宅で座って足踏
みしながらでもできますので実践してみて
下さい。

　　簡単エクササイズ

お茶の京都博 4･5 月の EVENT
京都×東京ティーパーティー
2017 年　５月２０日（土）、２１日（日）

東京 東京丸の内ハウス

お問合せ お茶の京都博実行委員会事務局（京都府企画理事付）　075-414-4529

京都 黄檗山萬福寺（宇治市）

お茶の京都映画祭
2017 年　５月２８日（日）

井手町立泉ヶ丘中学校
　井手町を舞台に制作した映画
　「神さまの轍 ‐ CHECKPOINT OF THE LIFE ‐ 」の
プレミアム上映会を実施します。
　映画に出演いただいた俳優の荒井敦史さんや岡山天音
さんにもお越しいただき、映画監督の作道雄さんを交え
た舞台挨拶やトークショーも行う予定です。映画祭のお
問合せは井手町地域創生推進室（℡８２－６１７０）まで。

（予定）
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臨時福祉給付金（経済対策分）
平成２６年４月に実施した消費税率引上げに伴う所得の少ない方への影響を緩和するために支給するものです。

＜給付対象者＞・・・平成２８年１月１日に井手町に住民登録のある方で、平成２８年度分の住民税（均等割）
が課税されていない方（住民税課税者の扶養親族になっている方や生活保護の受給者である方は対象外）です。

＜給付額＞・・・給付対象者１人につき　１５，０００円

＜申請期間＞・・・平成２９年６月３０日（金）まで
○対象者と思われる方に２月末に申請書（うすいオレンジ色）を発送し
ましたので、期間内に申請をお願いします。
○平成２８年度臨時福祉給付金（水色の申請書）は申請期間が終了致し
ましたので、受付できません。ご注意ください。
○支給が決定した方には平成２９年４月から給付金の支給を開始します。
支給決定通知書を順次送付しますのでご確認ください。
○申請期間等は各市町村により異なりますので、井手町以外が申請先と
なる方は、事前にその市区町村に問い合わせるか、ホームページなどで
ご確認ください。

問い合わせ先　　
　住民福祉課　　TEL：８２－６１６４
　厚生労働省　相談専用ダイヤル　TEL：０５７０－０３７－１９２

臨時福祉給付金（経済対策分）のご案内

　保険税・料の納付方法は普通徴収（窓口納付・口座振替）と特別徴収（年金からの天引き）があります。
平成２９年２月に特別徴収された方は４月、６月、８月は原則２月と同じ額が仮徴収されます。４月以降、
新たに年金から天引きする方にはお知らせを送付します。

【国民健康保険が特別徴収される方】
　　・世帯主が国民健康保険に加入している
　　・世帯内の国民健康保険被保険者がすべて６５歳以上７５歳未満
　　・介護保険料が特別徴収されている
　　・介護保険料と国民健康保険税の合計額が年金額の１／２未満
　　・特別徴収対象の年金が年額で１８万円以上

【後期高齢保険料が特別徴収される方】
　　・介護保険料が特別徴収されている
　　・介護保険料と後期高齢保険料の合計額が年金額の１／２未満
　　・特別徴収対象の年金が年額で１８万円以上

【介護保険料が特別徴収される方】
　　・特別徴収対象の年金が年額で１８万円以上
　　・６５歳になった時期や転入した時期等により、開始時期が異なります。

【納付方法の変更について】
　国民健康保険税及び後期高齢保険料は特別徴収（年金から天引き）になっている方でも、申し出により口
座振替によるお支払いを選択できます。なお、申し出から特別徴収の中止まで３～４か月かかります。
　世帯主、配偶者など、被保険者本人以外の口座振替からお支払の場合、その社会保険料控除は、口座振替
により支払った方の対象となり世帯全体の所得税及び住民税が減額となる場合があります。
※これまでの納付状況等から滞納が見込まれる場合は口座振替に変更できない場合もあります。
※介護保険料の納付方法は変更することができません。
国民健康保険・後期高齢者医療についての、ご相談・お問い合わせは、保健医療課　（℡８２－６１６６）
介護保険料についての、ご相談・お問い合わせは、高齢福祉課（℡８２－６１６５）　まで

平成２９年度　
　国民健康保険税・後期高齢保険料・介護保険料の仮徴収について
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第 10 回「百縁（100 円）商店街」　
　　　　　4 月 15 日（土）午前 10 時から開催！
　井手町百縁商店街実行委員会では、第10回「いでちょう百縁（100円）
商店街」を 4 月 15 日（土）に多賀地区、玉川地区、南北石垣地区など、
井手町内全域で開催します。
　今回も 50 店舗以上が出店予定です。各店こだわりの商品や自慢の
サービスを 100 円でご用意して皆様のご来場をお待ちしております。
　今回初めて、町内 5・6 年生による「いでちょう　こどもふろしき市」
を井手小学校にて 10 時～ 12 時に開催します。こどもたちが店主に
なり、ふろしきの上に商品を並べて売ります。
　また、ワークショップイベントとして、「いでたんを描こう！　
チョークアート」を井手小学校で、「抹茶アート」をモリカワ燃料店
前広場にて開催いたします。　
　詳細チラシは開催日までに各店舗に事前に設置します。また、新
聞チラシにも折込予定です。井手町商工会のホームページにも掲載
します。イベントの参加方法等は、詳細チラシをご覧ください。

＜今回 100 円商品の一例＞
【飲食】
鯖寿司　巻寿司　いなり寿司　箱寿司　ちらし寿司
ネギ焼き　焼き鳥　アメリカンドッグ　とんかつ
焼き鶏　おからの炒り煮　厚揚げ　竹の子メンチカツ　コロッケ
天ぷら　お惣菜各種　地元産新鮮野菜　果物　しいたけ　各種お茶
菓子　イカリ豆　食パン　菓子パン　焼たてパン　つきたて餅　
おはぎ　和菓子　ポップコーン缶ビール　缶チューハイ　
ジュース　茶　コラーゲンドリンク

【雑貨・日用品】
蛍光灯　電球　乾電池　タオル　靴下　台所洗剤　ゴミ袋　ボックスティッシュ　足ふきマット
カーテン生地ハギレ各種　手作り小物雑貨　古物在庫商品

【その他】
まつげエクステ　花苗　型抜きゲーム（景品有）　お菓子のつかみどり　フリーマーケット
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他多数あります

【　第 10 回「いでちょう百縁商店街」　】
日　時／平成 29 年 4 月 15 日（土）　午前 10 時～
場　所／井手町商店各エリア（多賀地区・玉川地
　　　　区・南北石垣地区等町内全域）
主　催／井手町百縁商店街実行委員会
後　援／井手町
　　　　お問合は井手町商工会【℡ 82-4073】まで
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課
主
事
）
西
谷
拓
真
▽
高
齢
福

祉
課
主
事
（
上
下
水
道
課
主
事
）

西
村
暢
之
▽
保
健
医
療
課
主
事（
税

務
課
主
事
）
奥
山
史
士
▽
玉
川
保

育
園
保
育
士
（
い
づ
み
保
育
園
保

育
士
）
成
願
亜
衣
良
▽
い
づ
み
保

育
園
保
育
士
（
玉
川
保
育
園
保
育

士
）
藤
本
春
菜
▽
保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
師
・
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン

タ
ー
保
健
師
兼
務（
保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
師
）
山
副
由
佳
▽
保
健
セ
ン

タ
ー
保
健
師
・
い
づ
み
人
権
交
流

セ
ン
タ
ー
保
健
師
兼
務
（
保
健
セ

ン
タ
ー
保
健
師
）
杉
木
真
寿
美
▽

保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師
・
い
づ
み

人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
保
健
師
兼
務

（
保
健
セ
ン
タ
ー
保
健
師
）
藤
森
幸

枝◎
新
規
採
用

▽
税
務
課
主
事
補
・
小
島
大
尭
▽

住
民
福
祉
課
主
事
補
・
吉
川
修
平

▽
玉
川
保
育
園
保
育
士
補
・
西
島

唯
▽
多
賀
保
育
園
保
育
士
補
・
南

万
奈
絵
▽
上
下
水
道
課
主
事
補
・

古
川
拓
逸
▽
学
校
教
育
課
主
事
補
・

三
谷
優
太

◎
退　
　

職
（
３
月
31
日
付
）

▽
小
川
淳
一
（
理
事
兼
保
健
医
療

課
長
事
務
取
扱
）
▽
木
村
坂
次
（
い

づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー
所
長
・

い
づ
み
児
童
館
長
兼
務
）
▽
藤
崎

裕
司
（
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
）
▽

藤
林
栄
美
子
（
玉
川
保
育
園
長
）

▽
原
田
世
都
子
（
多
賀
保
育
園
長
）

▽
中
村
里
美
（
い
づ
み
保
育
園
園

長
補
佐
）
▽
山
岡
卓
矢
（
保
健
医

療
課
主
事
）
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子育て支援カレンダー
子育て支援センターって？
子育て支援センターは、親子で一緒に遊んだり、子育ての情報交換や相談のできるところです。
センター内には手作りのおもちゃもたくさんあります。自由に気軽に遊びに来てください♪

【所在地】井手町大字井手小字玉ノ井４８－２（玉川保育園内にあります）
【TEL・FAX】８２－２２３２
【開いてる日】月曜日～金曜日（祝祭日を除く）午前９時半～午後４時

親子の広場
＊たんぽぽ広場
　　　対象：妊婦～就学前の親子　
＊おでかけ広場
　　対象：妊婦～就学前の親子
＊すくすくクラブ
　　対象：1 歳半～ 2 歳半の親子（申込制）
＊のびのびクラブ
　　対象：2 歳半～ 4 歳まで（申込制）

＊さんさん会
対象：妊婦から 3 歳くらいの子と親
活動日：第１水曜日・３木曜日
　
＊竹の子ひろば
対象：妊婦から 3 歳くらいの子と親
活動日：水曜日（月 2 回程度）
場所：多賀保育園
　
＊ *hughug*
対象：2 カ月～ 1 歳くらいまで
活動日：火曜日（月１回）
参加費：1 回 500 円
※サークルに興味のある方は子育て支援セン
ターまでお問い合わせください。

子育てサークル

4 月 　　行事予定　（行事がない日でも毎日遊びに来れます♪）

と　　　　　き 内　　容 場所・備考

10 日（月） 10：30 ～ 12：00 子育てサークル
「カモミール」

13 日（木） 10：00 ～ 11：00 子育てサークル
「さんさん会」 ※申込制

14 日（金） 10：00 ～ 11：00 たんぽぽ広場
「おもちゃ作り」

17 日（月） 10：00 ～ 11：30 リフレッシュ講座
「Fa(ther) テラピーエクササイズ」 ※申込制

18 日（火） 10：00 ～ 11：30 すくすくクラブ
・のびのびクラブ ※申込制

21 日（金） 10：00 ～ 11：00
たんぽぽ広場

「おもちゃ作り」
子育てサークル
「さんさん会」

24 日（月） 10：00 ～ 12：00 おでかけ広場 西部公民館

25 日（火） 10：30 ～ 12：00 *hughug*
「ベビーマッサージ」 ※申込制

26 日（水） 10：00 ～ 12：00 子育てサークル
「竹の子広場」

5 月

8 日（月） 10：30 ～ 12：00 子育てサークル
「カモミール」

9 日（火） 10：00 ～ 11：30 すくすくクラブ
・のびのびクラブ ※申込制

11 日（木） 10：00 ～ 11：00 子育てサークル
「さんさん会」

12 日（金） 10：00 ～ 11：00 たんぽぽ広場
「エプロン作り」

※場所の記載のないものは、全て「子育て支援センター」で行います

　お仕事や冠婚葬祭、リフレッシュなどのために
　　　　　　　　　　一時預かりを行っております
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（有料）

【利用時間】平日（月～金曜日）8：30 ～ 16：30
　　　　　  土曜日　　　　　　8：30 ～ 12：00
※料金やその他詳細は子育て支援センター
　　　（℡ 82 － 2232）までお問い合わせください

一時預かり

■消防署からお知らせ
皆さんのご家庭に、『住宅用火災警報器』は設置されていますか？ 
住宅火災から大切な命を守るため『住宅用火災警報器』を設置しましょう！

－住宅用火災警報器とは－
・住宅用火災警報器は、火災の煙や熱を感知して、音声や警報音等で火災の
　発生を知らせるものです。
・住宅等の天井または壁面に取り付けます。
・住宅用火災警報器は、火災の早期発見・被害の軽減に効果を発揮します。
※住宅用火災警報器は、古くなると電子部品の寿命や電池切れなどで火災
を感知しなくなることがあるためとても危険です。１０年を目安に交換し
ましょう。
　設置時期を調べるには、警報器を設置した時に記入した「設置年月日」、
もしくは本体に記載されている「製造年」を確認してください。
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第
36
回
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
入
賞
作
品
か
ら

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
、
毎
年
法
務
省
人
権
擁
護
局
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
が
、
次
代
を
担
う
中
学
生
に

自
分
の
身
近
に
あ
る
人
権
に
つ
い
て
の
思
い
を
作
文
に
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
権
尊
重
の
大
切
さ
や
基
本
的
人

権
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
豊
か
な
人
権
感
覚
を
身
に
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

作
品
か
ら
伝
わ
っ
て
く
る
中
学
生
の
純
粋
な
気
持
ち
に
ふ
れ
て
、
人
権
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。 

法
務
大
臣
賞
作
品

「
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｄ　

Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
」

福
岡
県
・
久
留
米
市
立
田た

主ぬ
し

丸ま
る

中
学
校
３
年

栗く
り

木き　

乃の

愛あ

　

夏
休
み
の
あ
る
日
、
部
活
動
か

ら
帰
宅
し
て
、
い
つ
も
の
よ
う
に

冷
蔵
庫
に
直
行
し
て
い
た
私
は
、

台
所
の
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
ぽ
つ
ん

と
置
か
れ
た
一
枚
の
ク
リ
ア
フ
ァ

イ
ル
に
足
を
と
め
た
。
そ
れ
は
、

私
の
好
き
な
絵
本
作
家
デ
ィ
ッ
ク
・

ブ
ル
ー
ナ
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
が

の
っ
た
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
だ
っ
た
。

描
か
れ
て
い
た
の
は
、
一
人
の
男

の
子
で
、
私
が
幼
い
頃
か
ら
な
じ

み
の
あ
る
う
さ
ぎ
の
ミ
ッ
フ
ィ
ー

ち
ゃ
ん
で
は
な
か
っ
た
の
だ
が
、

「
か
わ
い
い
な
あ
。」
と
思
い
な
が

ら
手
に
取
っ
た
瞬
間
、
そ
の
中
央

に
か
か
れ
た
男
の
子
の
目
の
下
に

一
粒
の
大
き
な
し
ず
く
が
描
か
れ

て
い
る
こ
と
に
気
が
つ
い
た
。「
涙
」

だ
っ
た
。「
え
っ
な
ん
で
泣
き
顔
な

ん
だ
ろ
う
。」と
不
思
議
に
感
じ
て
、

よ
く
見
て
み
る
と
、
そ
の
泣
き
顔

の
男
の
子
は
、
黄
色
い
細
長
い
何

か
板
の
よ
う
な
も
の
を
何
枚
か
抱

え
て
い
た
。
ま
た
「
え
っ
。」
と
一

瞬
、
私
は
そ
の
絵
の
意
味
す
る
こ

と
が
理
解
で
き
ず
、
す
ぐ
に
男
の

子
の
上
の
方
に
書
か
れ
た
英
語
の

言
葉
を
読
ん
で
み
た
。赤
い
ブ
ロ
ッ

ク
体
の
太
文
字
で
、「
Ｓ
Ｔ
Ｏ
Ｐ
！

Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｄ 

Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
」
と

書
か
れ
て
い
た
。「
Ｃ
Ｈ
Ｉ
Ｌ
Ｄ
」

は
、
英
語
の
授
業
で
習
っ
た
こ
と

の
あ
る
単
語
だ
っ
た
の
で
、「
子
ど

も
」と
い
う
意
味
だ
と
す
ぐ
分
か
っ

た
。
し
か
し
、
そ
の
次
の
「
Ｌ
Ａ

Ｂ
Ｏ
Ｕ
Ｒ
」
は
さ
っ
ぱ
り
わ
か
ら

な
か
っ
た
。
で
も
、
こ
の
と
き
の

私
は
、
こ
の
男
の
子
が
泣
い
て
い

る
理
由
を
ど
う
し
て
も
す
ぐ
に
知

り
た
か
っ
た
の
で
、
急
い
で
と
な

り
の
部
屋
の
本
棚
か
ら
英
和
辞
書

を
持
っ
て
き
て
調
べ
て
み
た
。「
ｌ

ａ
ｂ
ｏ
ｕ
ｒ
」
一
．
労
働 

二
．
労

働
者 

三
．
労
働
す
る 

と
あ
っ
た
。

詳
し
く
み
る
と
、「
骨
の
折
れ
る
仕

事
」
と
も
書
い
て
あ
っ
た
。
私
の

頭
の
中
は
、
イ
ラ
ス
ト
の
男
の
子

の
か
わ
い
ら
し
い
イ
メ
ー
ジ
と「
Ｌ

Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｕ
Ｒ 

労
働
」
と
い
う
言
葉

の
き
つ
い
イ
メ
ー
ジ
が
ぶ
つ
か
り

合
っ
て
、
強
い
違
和
感
と
何
と
も

言
え
な
い
切
な
い
気
持
ち
で
い
っ

ぱ
い
に
な
っ
た
。

　

と
り
あ
え
ず
台
所
か
ら
持
っ
て

き
た
ひ
ん
や
り
と
冷
え
た
ジ
ュ
ー

ス
を
飲
み
な
が
ら
、
私
は
自
分
専

用
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
ひ
ら
き
、

そ
の
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
の
裏
面
に

か
か
れ
た
ア
ド
レ
ス
を
入
力
し
て

み
た
。
す
る
と
そ
こ
は
、
世
界
中

の
人
権
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

問
題
や
ニ
ュ
ー
ス
の
掲
載
で
あ
ふ

れ
て
い
た
。
思
わ
ず
「
え
え
っ
、

こ
ん
な
に
い
ろ
い
ろ
な
人
権
問
題

が
あ
る
ん
だ
。」
と
、
と
て
も
驚
い

て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題

に
つ
い
て
、
国
別
ま
た
は
ト
ピ
ッ

ク
別
に
選
ん
で
閲
覧
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
た
。
そ
し
て
私
は
、

も
ち
ろ
ん
真
っ
先
に
「
児
童
労

働
」
と
書
か
れ
た
文
字
を
タ
ッ
チ

し
て
ペ
ー
ジ
を
開
い
て
み
た
。
ま

ず
、
あ
ど
け
な
い
表
情
の
男
の
子

が
何
か
を
持
ち
上
げ
よ
う
と
し
な

が
ら
こ
っ
ち
を
見
て
い
る
写
真
が

あ
っ
た
。
つ
づ
け
て
ス
ク
ロ
ー
ル

し
て
い
く
と
、
裸
足
や
破
れ
た
サ

ン
ダ
ル
を
は
い
た
子
ど
も
た
ち
が
、

が
れ
き
の
上
で
し
ゃ
が
ん
で
何
か

し
て
い
る
写
真
が
現
れ
た
。
お
な

じ
年
頃
の
子
ど
も
た
ち
同
士
で
一

緒
に
楽
し
く
遊
ん
で
い
る
よ
う
に

は
、
私
に
は
と
て
も
見
え
な
か
っ

た
。
な
ぜ
な
ら
、
ど
の
子
の
顔
に

も
笑
顔
は
一
か
け
ら
も
無
く
、
口

を
く
っ
と
む
す
ん
で
い
て
、
つ
ま

ら
な
さ
そ
う
に
も
怒
っ
て
い
る
よ

う
に
も
見
え
た
か
ら
だ
。
私
は
そ

の
写
真
の
横
に
書
い
て
あ
る
説
明

文
を
読
ん
で
、ま
た
驚
い
て
し
ま
っ

た
。な
ん
と
そ
れ
は
、今
、私
が
使
っ

て
い
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
、
ほ
か
に
も

携
帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
、

家
庭
用
ゲ
ー
ム
機
器
な
ど
の
電
子

材
料
に
欠
か
せ
な
い
レ
ア
メ
タ
ル

（
希
少
金
属
）
の
選
別
作
業
を
し
て

い
る
子
ど
も
た
ち
の
写
真
だ
っ
た
。

私
が
最
初
、「
が
れ
き
」
だ
と
思
っ

て
い
た
の
は
、
レ
ア
メ
タ
ル
の
一

つ
の
コ
バ
ル
ト
と
い
う
金
属
を
ふ

く
む
鉱
石
だ
っ
た
の
だ
。

　

こ
う
し
て
私
が
何
か
を
知
り
た

い
と
思
っ
た
時
、
ど
ん
な
こ
と
で

も
す
ぐ
に
調
べ
る
こ
と
が
で
き
、

見
る
こ
と
が
で
き
、
い
つ
も
私
を

助
け
て
く
れ
る
こ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
。

ク
リ
ス
マ
ス
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
両

親
に
買
っ
て
も
ら
っ
た
お
気
に
入

り
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
。
で
も
、
こ
の

タ
ブ
レ
ッ
ト
の
奥
に
は
、
粉
塵
が

舞
う
中
、
酷
暑
の
中
、
時
に
は
命

を
落
と
す
こ
と
も
あ
る
と
い
う
過

酷
な
労
働
環
境
の
中
で
、
あ
ど
け

な
い
あ
の
子
ど
も
た
ち
が
小
さ
な

手
で
手
掘
り
し
た
レ
ア
メ
タ
ル
が

入
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
だ
。

「
遠
い
ど
こ
か
の
き
れ
い
に
整
備

さ
れ
た
ほ
こ
り
一
つ
な
い
精
密
機

器
の
工
場
で
作
ら
れ
、
音
楽
の
流

れ
て
い
る
き
れ
い
な
お
店
に
ピ
カ

ピ
カ
と
並
べ
ら
れ
、
そ
し
て
私
の

と
こ
ろ
へ
や
っ
て
き
た
ん
だ
ろ
う

な
。」
と
、
ぼ
ん
や
り
と
そ
こ
ま
で

し
か
想
像
し
て
い
な
か
っ
た
自
分

を
と
て
も
恥
ず
か
し
く
思
っ
た
。

　

私
は
、
写
真
の
子
ど
も
た
ち
の

口
を
一
文
字
に
結
ん
だ
あ
の
表
情
、

そ
し
て
、
ク
リ
ア
フ
ァ
イ
ル
に
描

か
れ
た
男
の
子
の
大
粒
の
涙
の
意

味
が
、
今
よ
う
や
く
分
か
っ
た
。

　

説
明
に
よ
る
と
、
そ
の
写
真
が

撮
ら
れ
た
採
掘
場
は
、
ア
フ
リ
カ

大
陸
中
央
部
に
位
置
す
る
コ
ン
ゴ

民
主
共
和
国
に
あ
り
、
こ
の
国
は

世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
鉱
産
資
源

国
な
の
だ
そ
う
だ
。
し
か
し
、
レ

ア
メ
タ
ル
と
い
う
莫
大
な
富
を
も

た
ら
す
鉱
産
資
源
の
奪
い
合
い
が

原
因
で
何
十
年
も
内
戦
が
続
き
、

こ
の
国
は
、
今
、
世
界
最
貧
国
の

一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

　

私
は
悲
し
く
な
っ
た
。
と
同
時

に
悔
し
さ
が
込
み
上
げ
て
き
た
。

な
ぜ
な
ら
、
大
人
達
の
争
い
に
よ

る
貧
困
の
犠
牲
に
な
っ
て
い
る
の

は
、
私
た
ち
と
同
じ
よ
う
に
未
来

の
あ
る
「
子
ど
も
」
な
の
だ
か
ら
。
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「
救
命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ
」

日　

時
／
５
月
６
日
（
土
）

　
　
　
　

午
前
９
時
～
12
時

場　

所
／
京
田
辺
市
消
防
署
井
手
分
署

　
　
　
　

会
議
室

定　

員
／
10
名
程
度

参
加
費
／
無
料

受　

付
／
５
月
５
日
（
金
）

　
　
　
　

午
後
5
時
ま
で

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
京
田
辺
市
消
防
署
井

手
分
署　
（
℡
82
‐
３
０
０
０
） ●

Information

おしらせ
井
手
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士

　
　
　
　
　

派
遣
事
業
の
ご
案
内

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
希
望
さ
れ
る
方
に

対
し
、
耐
震
診
断
士
を
派
遣
し
ま
す
。

〈
補
助
対
象
〉
次
の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す

る
木
造
住
宅
。

①
住
戸
の
半
分
以
上
の
床
面
積
が
住
宅
と
し

て
使
用
さ
れ
て
い
る
も
の
。

②
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
、

完
成
し
て
い
る
も
の
。（
床
面
積
２
分
の
Ⅰ

以
上
を
住
宅
の
用
途
と
し
て
使
用
し
て
い
る

も
の
）

③
自
己
診
断
（
誰
で
も
で
き
る
わ
が
家
の
耐

震
診
断
）
の
評
価
が
９
点
以
下
で
あ
る
も
の
。

〈
必
要
な
費
用
〉
３
０
０
０
円
（
診
断
一
戸

あ
た
り
の
自
己
負
担
）

〈
申
込
期
間
〉
平
成
30
年
１
月
31
日
（
水
）

ま
で
。

※
受
付
件
数
に
は
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
建
設
課
（
℡
82
‐

６
１
６
７
）

木
造
住
宅
耐
震
改
修
等
の

　
　
　
　
　
　

補
助
を
行
い
ま
す

耐
震
改
修

・
耐
震
診
断
結
果
が
１
・
０
未
満
の
も
の
を
改

修
後
１
・
０
以
上
に
向
上
さ
せ
る
も
の
。

※
耐
震
診
断
に
つ
い
て
は
、
井
手
町
木
造
住

宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業
実
施
要
綱(

平
成

18
年
井
手
町
告
示
第
24
号)

に
基
づ
い
た
耐

震
診
断
士
又
は
建
築
士
に
よ
る
も
の
に
限

る
。

・
費
用
の
３
／
４(

最
高
90
万
円)
を
補
助
し

ま
す
。

簡
易
耐
震
改
修

・
屋
根
を
軽
量
化
す
る
こ
と
等
簡
易
な
改
修

の
方
法
に
よ
り
耐
震
性
を
向
上
さ
せ
る
も

の
。

・
費
用
の
３
／
４(

最
高
30
万
円)

を
補
助
し

ま
す
。

耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
設
置

・
住
宅
が
倒
壊
し
て
も
居
室
内
の
安
全
性
を

確
保
す
る
も
の
。

・
費
用
の
３
／
４(

最
高
30
万
円)

を
補
助
し

ま
す
。

※
補
助
対
象
と
な
る
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
補
助
対
象
〉
次
の
要
件
に
す
べ
て
該
当
す

る
木
造
住
宅
。

①
昭
和
56
年
５
月
31
日
以
前
に
着
工
さ
れ
、

完
成
し
て
い
る
も
の
。（
床
面
積
２
分
の
１

以
上
を
住
宅
の
用
途
と
し
て
使
用
し
て
い
る

も
の
）

②
町
税
等
の
滞
納
が
な
い
者
で
あ
る
こ
と
。

な
お
、
耐
震
シ
ェ
ル
タ
ー
の
設
置
に
つ
い
て

は
、
上
記
に
加
え
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
が

居
住
し
て
い
る
住
宅
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

ア
申
請
時
に
お
い
て
60
歳
以
上
の
者

イ
身
体
障
害
者
福
祉
法
に
規
定
す
る
身
体
障

害
者
手
帳
を
所
有
す
る
者

ウ
精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す

る
法
律
に
規
定
す
る
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
を
所
持
す
る
者

エ
療
育
手
帳
を
所
持
す
る
者

オ
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
要
介
護
認
定
又

は
要
支
援
認
定
を
受
け
た
者

〈
申
込
期
限
〉
平
成
29
年
12
月
28
日
（
木
）

ま
で

※
受
付
件
数
に
は
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は　

建
設
課
（
℡
82
‐

６
１
６
７
）

講
座
・
教
室

ス
ポ
ー
ツ

「
母
子
家
庭
奨
学
金
等
」
の

　
　
　
　
　

受
付
が
始
ま
り
ま
す

平
成
29
年
度
母
子
家
庭
奨
学
金
（
京
都
府
内

で
京
都
市
以
外
の
市
町
村
に
在
住
す
る
高
校

生
ま
で
の
子
ど
も
を
扶
養
し
て
い
る
母
対

象
）
の
受
付
が
始
ま
り
ま
す
。
該
当
さ
れ
る

方
は
５
月
31
日
（
水
）
ま
で
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。
５
月
31
日
ま
で
に
申
請
が
な
い
場

合
は
、
申
請
月
の
翌
月
か
ら
の
支
給
と
な
り
、

１
年
分
の
奨
学
金
を
受
け
取
っ
て
い
た
だ
け

な
く
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
住
民
福
祉
課
（
℡
82
‐

６
１
６
４
）

【
井
手
町
体
育
協
会
総
合
開
会
式
・
町
民
フ
ッ

ト
サ
ル
大
会
】

日
時
／
４
月
16
日
（
日
）
午
前
９
時
～

場
所
／
山
城
勤
労
者
福
祉
会
館

【
町
長
旗
争
奪
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
】

日
時
／
４
月
23
日
（
日
）
午
前
８
時
半
～

場
所
／
有
王
グ
ラ
ウ
ン
ド

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡
82

‐
５
７
０
０
）

【
い
づ
み
ま
な
び
教
室
】

《
大
正
琴
》

日
時
／
４
月
14
日
（
金
）・
28
日
（
金
）

　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

持
ち
物
／
大
正
琴
・
楽
譜

《
太
極
拳
》

日
時
／
４
月
14
日
（
金
）・
28
日
（
金
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

持
ち
物
／
運
動
で
き
る
服
装
・
上
履
き

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡ 

82 

‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
「
テ
ー
ブ
ル



広報いで H29-0413

【
無
料
法
律
相
談
】

日
時
／
４
月
24
日
（
月
）
午
後
２
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

＊
無
料
法
律
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
こ
こ
ろ
の
相
談
室
（
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
）】

日
時
／
４
月
21
日
（
金
）

　
　
　

午
前
11
時
～
午
後
１
時
50
分

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡
82
‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
母
子
の
相
談
・
教
室
】

《
発
達
相
談
》

日
時
／
４
月
26
日
（
水
）

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
発
達
相
談
は
予
約
制
で
す

《
育
児
相
談
》

日
時
／
４
月
12
日
（
水
）
午
前
９
時
半
～
10

時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡
82

‐
３
３
８
５
）
ま
で

【
障
が
い
者
相
談
】

日
時
／
４
月
25
日
（
火
）・
５
月
９
日
（
火
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
４
時

場
所
／
役
場
西
別
館
１
階
会
議
室

＊
障
が
い
者
相
談
は
予
約
制
で
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
高
齢
福
祉
課
（
℡
82

‐
６
１
６
５
）
ま
で

カ
ー
リ
ン
グ
」】

日
時
／
４
月
19
日
（
水
）
午
後
１
時
半
～

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上
の
方
お
よ
び
障
が
い
の
あ

る
方

＊
事
前
申
込
が
必
要
で
す

＊
毎
月
20
日
発
行
の
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
だ
よ
り
」
で
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
詳

し
い
内
容
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
天
文
台
公
開
】

日
時
／
４
月
21
日
（
金
）

　
　
　

午
後
７
時
半
～
９
時

場
所
／
山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

・
申
込
は
不
要
で
す

・
天
候
な
ど
の
条
件
に
よ
り
公
開
を
中
止
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す

・
夜
間
の
開
催
に
な
り
ま
す
の
で
お
子
様
だ

け
の
参
加
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡
82

‐
５
７
０
０
）
ま
で

【
健
康
教
室
】

日
時
／
４
月
27
日
（
木
）

　
　
　

午
前
10
時
～
11
時
半

場
所
／
い
づ
み
人
権
交
流
セ
ン
タ
ー

＊
各
教
室
の
材
料
費
等
は
自
己
負
担
と
な
り

ま
す

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
い
づ
み
人
権
交
流
セ

ン
タ
ー
（
℡ 

82 

‐
３
３
８
０
）
ま
で

【
成
人
・
高
齢
者
保
健
事
業
】

《
山
吹
体
操
ク
ラ
ブ
・
健
康
相
談
》

日
時
／
４
月
13
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
５
月
11
日
（
木
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、社
会
福
祉
協
議
会
（
℡

82
‐
３
４
９
９
）
ま
で

【
介
護
予
防
事
業
】

《
脳
ト
レ
教
室
ひ
ま
わ
り
》

日
時
／
４
月
12
日
（
水
）・
26
日
（
水
）・

　
　
　

５
月
10
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
４
月
12
日
（
水
）・
５
月
10
日
（
水
）

　
　
　

午
後
１
時
半
～
３
時

場
所
／
玉
泉
苑

対
象
／
65
歳
以
上
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
含
め
、

予
防
ゲ
ー
ム
や
脳
ト
レ
に
興
味
の
あ
る
方
は

【
乳
幼
児
健
診
】

《
１
歳
６
カ
月
児
健
康
診
査
》

日
時
／
５
月
８
日
（
月
）

対
象
／
Ｈ
27
・
９
・
７
～
Ｈ
27
・
10
・
23
生

ま
れ

受
付
／
午
後
１
時
～
１
時
半

場
所
／
保
健
セ
ン
タ
ー

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
（
℡

82
‐
３
３
８
５
）
ま
で

【
心
配
ご
と
相
談
・
人
権
相
談
・
行
政
相
談
・

消
費
生
活
相
談
】

日
時
／
４
月
17
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
賀
泉
苑

日
時
／
５
月
１
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
玉
泉
苑

各
種
相
談

年
齢
関
係
な
く
参
加
可
能
）

持
ち
物
／
お
茶
（
水
分
補
給
用
）

費
用
／
無
料

・
申
込
み
は
不
要
で
す

・
こ
の
教
室
で
は
認
知
症
の
こ
と
や
介
護
な

ど
の
相
談
も
受
け
付
け
て
お
り
ま
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
℡
82
‐
３
６
９
０
）
ま
で

子 

育 

て

健　

康

【
家
庭
教
育
学
級
開
講
式
及
び
第
１
回
講
座
】

日
時
／
４
月
27
日
（
金
）
午
前
11
時
～

場
所
／
玉
川
保
育
園

・
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。

＊
お
問
い
合
わ
せ
は
、
社
会
教
育
課
（
℡
82

‐
５
７
０
０
）
ま
で
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騎士団長殺し 第１部
村上 春樹
　私は狭い谷間の入り口近
くの、山の上に住んでいた。
夏には谷の奥の方でひっき
りなしに雨が降ったが、谷
の外側はだいたい晴れてい
た。それは孤独で静謐な日々
であるはずだった。騎士団
長が顕れるまでは…。
やさしく学ぶ菜園 DIY 入門
和田 義弥
　回転式コンポスト、石焼き
芋窯…。野菜づくりが楽し
くなるアイデア道具をロー
コストで手づくりする方法
を伝授。小さな田んぼのつ
くり方、枕木やレンガを使っ
た菜園のゾーニング等も紹
介する。
サミーとサルルのはじめての
おまっちゃ
くすはら 順子
　おさるのきょうだい、サ
ミーとサルル。今日は、は
じめて「まっちゃ」を飲む
日です。お茶碗を回すのを
見て、「なんでそうするの？」
と不思議いっぱい！　茶道
をテーマに、茶の大切な教
えの一つ「おもいやり」の
心を伝える絵本。
よむプラネタリウム 春の星
空案内
野崎 洋子
　北斗七星の柄から、オレ
ンジ色の星アルクトゥルス、
白い色の星スピカへと続く
カーブを春の大曲線といい
ます－。現役プラネタリウ
ム解説者と、日本を代表す
る天体写真家による、やさ
しい星座解説の本。惑星に
関する知識も収録。

【
開
館
日
】
火
曜
日
～
日
曜
日

【
開
館
時
間
】

４
月
～
９
月

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
６
時

10
月
～
３
月

　
　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
５
時

☆
４
月
・
５
月
の
休
館
日

４
月
10
・
17
・
24
・
27
日

５
月
１
・
８
～
11
・
15
・
22
・
25
・

29
日

☆
貸
し
出
し
冊
数
お
よ
び
期
間

図
書
は
１
人
12
冊
・
２
週
間

雑
誌
は
１
人
５
冊
・
２
週
間

視
聴
覚
資
料
は
１
人
３
点
・
１
週

間☆
主
な
新
着
資
料
の
紹
介　

４
月

一
般
書

「
星
に
願
い
を
、
そ
し
て
手
を
。」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
羽 

悠

「
人
間
じ
ゃ
な
い　

綾
辻
行
人
未
収

録
作
品
集
」　　
　
　

 

綾
辻 

行
人　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
ス
ウ
ィ
ン
グ
し
な
け
り
ゃ
意
味
が

な
い
」　　
　
　
　
　

 
佐
藤 

亜
紀　

  　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
今
ひ
と
た
び
の
、
和
泉
式
部
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

諸
田 
玲
子

「
無
限
の
書
」

　

 

Ｇ
・
ウ
ィ
ロ
ー
・
ウ
ィ
ル
ソ
ン

「
再
発
見　

京
の
魚 

お
い
し
さ
の

秘
密
」　　
　

京
の
魚
の
研
究
会
著

「
ニ
ッ
ポ
ン
の
主
婦
１
０
０
年
の
食

卓
」　　
　
　
　
　

主
婦
の
友
社
編

児
童
書

「
重
力
っ
て･･･

」

　
　
　
　
　

 

ジ
ェ
イ
ソ
ン
・
チ
ン

「
ぼ
く
の
も
も
の
き
」

　
　
　
　
　
　
　
　

広
野 

多
珂
子

「
春
待
つ
夜
の
雪
舞
台
」　

斉
藤 

洋

「
風
夢
緋
伝
」　　
　

名
木
田 

恵
子

「
生
き
る
」　　
　

岡
本 

よ
し
ろ
う

４
月
・
５
月
の
図
書
館
行
事

《
親
子
で
楽
し
む
か
み
し
ば
い
》

５
月
13
日
（
土
）
午
後
１
時
30
分

か
ら

図
書
館
絵
本
コ
ー
ナ
ー

《
春
の
お
は
な
し
会
》

４
月
30
日
（
日
）
午
前
11
時
か
ら

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
集
会

Ａ　

日
本
国
内
に
住
む
す
べ
て
の
人
は
、
20
歳
に
な
っ
た
時
か
ら
国

民
年
金
の
被
保
険
者
と
な
り
、
保
険
料
の
納
付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

す
が
、
学
生
に
つ
い
て
は
、
経
済
的
負
担
を
考
慮
し
、
在
学
中
の
保

険
料
納
付
を
猶
予
す
る
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
対
象
と
な
る
学
生
は
、
大
学
、
短
期
大
学
、
大
学
院
、
高
等

学
校
、
専
修
学
校
な
ど
の
ほ
か
、
各
種
学
校
（
１
年
以
上
の
就
学
課

程
に
限
る
）
に
在
学
す
る
20
歳
以
上
の
学
生
で
す
。
ま
た
、
夜
間
・

定
時
制
・
通
信
課
程
も
含
ま
れ
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、
年
金
手
帳
、
学
生
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
る
書
類
（
学
生
証
ま
た
は
在
学
証
明
書
）
を
持
参
の
上
、

住
民
福
祉
課
ま
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
、
将
来
老
齢
基

礎
年
金
を
受
け
る
た
め
の
資
格
期
間
（
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
ま

た
は
免
除
期
間
、
厚
生
年
金
な
ど
他
の
年
金
の
加
入
期
間
と
合
わ
せ

て
最
低
25
年
）
に
は
含
ま
れ
ま
す
が
、
受
け
取
る
年
金
額
の
計
算
に

は
算
入
さ
れ
ま
せ
ん
。
将
来
受
け
取
る
年
金
額
を
減
ら
さ
な
い
た
め

に
、
承
認
を
受
け
て
か
ら
10
年
間
の
う
ち
に
保
険
料
を
納
付
（
追
納
）

す
る
こ
と
が
で
き
る
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
（
承
認
を
受
け
た
年

度
か
ら
起
算
し
て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場
合
は
、
当
時
の
保

険
料
に
一
定
の
加
算
額
が
加
わ
り
ま
す
）。
卒
業
後
、
受
け
取
る
年
金

額
を
満
額
に
近
付
け
る
た
め
に
も
追
納
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま

す
。

室《雑
誌
の
リ
サ
イ
ク
ル
》

５
月
20
日
（
土
）
～
28
日
（
日
）

山
吹
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
・
展
示

ロ
ビ
ー

（
な
く
な
り
次
第
終
了
し
ま
す
。）

４
月
・
５
月
の
出
張
貸
出

☆
賀
泉
苑
（
毎
週
水
曜
日 

午
前
10

時
～
正
午
）

４
月
12
・
19
・
26
日

５
月
17
・
24
・
31
日

☆
玉
泉
苑
（
毎
週
木
曜
日 

午
後
２

時
～
午
後
４
時
）

４
月
13
・
20
・
27
日

５
月
18
・
25
日

Ｑ
、
学
生
で
収
入
が
な
い
た
め
、

　
　
　

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
の
が
困
難
な
の
で
す
が



広報いで H29-0415

ごみは、朝９時までに出してください。
★燃やすごみ、その他ごみ、プラマーク包装容器、カン、ビン、ペットボトルは透明・半透明の袋に入れて出してください。
★「乾電池」は「カン」の日に、「カセットボンベ缶、スプレー缶」は「その他」の日に、それぞれ別の透明な袋に入　
れて出してください。
★粗大ごみは、収集日の１週間前までに産業環境課へ電話予約（TEL82‐6168）してください。（テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・ 
洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは除きます）
★テレビ・冷蔵庫・冷凍庫・洗濯機・洗濯乾燥機・エアコン・パソコンは家電リサイクル品です。
※古紙等（新聞、雑誌、ダンボール、紙パック、雑紙〈その他の紙類〉ごとに分別のうえ）の収集は全地区毎週月曜日です。

ごみ収集日程表（4月 11 日～ 5月 10 日）

区　分
地　区 燃やすごみ カン ビン ペット

ボトル 粗大ごみ プラマーク
容器包装 その他

北　　　区
南　　　区
水　無　区

火・金曜日 5 月 4 日 4 月 27 日 4 月 20 日 4 月 13 日 水曜日 火曜日

玉　水　区
石　垣　区
高　月　区

月・木曜日 5 月 5 日 4 月 28 日 4 月 21 日 4 月 13 日 水曜日 火曜日

上 井 手 区
多 賀 全 区 火・金曜日 4 月 13 日 4 月 27 日 4 月 20 日 5 月 4 日 水曜日 水曜日

※ごみ収集に関するお問い合わせは、役場産業環境課（℡ 82-6168）まで

し尿収集日程
収集日 し尿収集

区域番号 収 集 区 域
4月13日
5月9日 ⑨ 西北河原、東北河原、南口、西北ノ代、東北ノ代、北口、西北組、東松ヶ花、

茶臼塚、新造、東北組、甚五郎谷

4月14日
5月10日 ⑩ 阿弥陀寺、西南組、東南組、前川、立石、小払、岩倉、馬場崎、墓ノ平

4月17日 ⑪ 内垣内、奥西、帽子田、下川、判ノ地、石名田、高橋、谷村、宮ノ後、天王山、
蛇谷、粟岡、北赤坂、穴虫、南久保、浜、上ノ浜

4月18日 ⑫ 安堵山、起、佃、平山、新四郎山、中島、西垣内、中垣内、東垣内

4月19日 ⑬ 里、玉ノ井、西高月、東高月、清水、栢ノ木、中溝、西山、尾ノ山、山縁、
田村新田

4月20日 ⑭ 川久保、北玉水、辻垣内、野畑、山田、柏原、南玉水、久保、渋川、段ノ下、
扇畑、浜田、橋ノ本

4月21日 ⑮ 梅ノ木原、野神、北猪ノ阪、南猪ノ阪、宮ノ本、西前田、北開、北溝、南溝、
下赤田、上赤田、鳥休、柴木田

※し尿に関するお問い合わせは、城南衛生管理組合（℡ 075-631-5171）まで

古紙の日に出せるもの・出し方
●「新聞」「雑誌」「ダンボール」「紙パック」「雑紙」（その他の紙類）です。（雑紙：チラシ・紙箱・包装紙・封筒など。
　雑紙についているビニールやホッチキスの針は取り除いてください。）
●「新聞」「雑誌」「ダンボール」は、例えば「新聞」なら「新聞」だけで何枚か束にして、ひもなどで十文字に束ねて、
　種類ごとに出して下さい。
●ひもなどで束ねにくい小さな紙切れ（雑紙）は、上口の開いている紙袋に、束にしてきれいに敷きつめるか、透明袋に
　入れれば出すことができます。
　  ※ダンボール箱や口の開いていない紙箱の中に入れて出さないでください。「新聞」「雑誌」「ダンボール」「紙パック」「雑紙」それぞれで
　　　リサイクルの方法が違います。また、ひと目でごみの種類が確認できない方法のごみ出しは、収集の効率を低下させます。
●紙パックは中身を飲み終えたらすぐに水でよく洗い、切り開いて十分に乾燥させてから、ひもなどで束ねてください。
●出来るだけ地域の集団回収に出してください。
●汚れのひどい紙、複写式伝票、レシート等の感熱紙、圧着はがきなどの粘着物のついた紙、洗剤の紙箱などのにおいの
　ついた紙、防水加工された紙、アイロンプリントなどの捺染紙、感熱性発泡紙は燃やすごみです。

（古紙）



月日 曜日 行　　　　事
4/11 火 障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室・予約制）

12 水 育児相談・遊びの広場（午前９時半～ 10時半受付、保健センター）
脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、玉泉苑・賀泉苑）

13 木 山吹体操クラブ・健康相談（午後１時半～３時、賀泉苑）
ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）

14 金 大正琴教室（午前 10時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

15 土

16 日 井手町体育協会総合開会式・町民フットサル大会（午前９時～、山城勤労者福祉会館）

17 月 心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、賀泉苑）

18 火 すくすく・のびのびクラブ（午前 10時～ 11時半、子育て支援センター）

19 水 平成 29年度文化協会総会（午後１時半～、山吹ふれあいセンター）
社協生き生きサロン【テーブルカーリング】（午後 1時半～、玉泉苑）

20 木

21 金 こころの相談室（午前 11時～、いづみ人権交流センター・予約制）
天文台公開（午後７時半～９時、山吹ふれあいセンター）

22 土 IDEゆうゆうスポーツクラブ（午前９時半～、山城勤労者福祉会館）
第７回ふれあいギャラリー（午前 10時～午後４時、自然休養村管理センターホール）

23 日 第７回ふれあいギャラリー（午前 10時～午後３時、自然休養村管理センターホール）
町長旗争奪ソフトボール大会（午前８時半～、有王グラウンド）

24 月 無料法律相談 ( 午後２時～４時、玉泉苑・予約制）

25 火 ペン習字教室（午後１時半～３時半、いづみ人権交流センター）
障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室・予約制）

26 水
発達相談（保健センター、予約制）
脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、賀泉苑）
社協生き生き体操（午後１時半～３時半、玉泉苑）

27 木 家庭教育学級開講式及び第１回講座（午前 11時～、玉川保育園）
健康教室（午前 10時～ 11時半、いづみ人権交流センター）

28 金 大正琴教室（午前 10時～正午、いづみ人権交流センター）
太極拳教室（午後１時半～３時、いづみ人権交流センター）

29 土 昭和の日

30 日 春のおはなし会（午前 11時～、山吹ふれあいセンター）

5/1 月 無火災デー防火パレード
心配ごと相談・人権相談・行政相談・消費生活相談（午後１時～４時、玉泉苑）

2 火

3 水 憲法記念日

4 木 みどりの日

5 金 こどもの日

6 土

7 日

8 月 １歳６カ月児健康診査（午後１時～１時半受付、保健センター）

9 火 障がい者相談（午後１時半～４時、役場西別館１階会議室・予約制）

10 水 脳トレ教室ひまわり（午後１時半～３時、玉泉苑・賀泉苑）

おめでとうございます まちのカレンダー
（4月11日～5月10日）

発行：京都府綴喜郡井手町
編集：企画財政課
井手町ホームページ

http://www.town.ide.kyoto.jp/

名　　称 電話番号
総　務　課 0774-82-6161
地域創生推進室 0774-82-6170
企画財政課 0774-82-6162
税　務　課 0774-82-6163
住民福祉課 0774-82-6164
高齢福祉課 0774-82-6165
保健医療課 0774-82-6166
建　設　課 0774-82-6167
産業環境課 0774-82-6168
上下水道課 0774-82-6169
会　計　課 0774-82-6171
議会事務局 0774-82-6172
教育委員会（学校教育課） 0774-82-4333
山吹ふれあいセンター（図書館・社会教育課） 0774-82-5700
同和・人権政策課

0774-82-3380
0774-82-4112いづみ人権交流センター

いづみ児童館
保健センター 0774-82-3385
地域包括支援センター 0774-82-3690
泉ヶ丘中学校 0774-82-2070
井手小学校 0774-82-2119
多賀小学校 0774-82-2112
玉川保育園 0774-82-2153
多賀保育園 0774-82-2225
いづみ保育園 0774-82-4160
子育て支援センター 0774-82-2232
環境衛生センター 0774-82-4651
学校給食センター 0774-82-3617
井手町まちづくりセンター椿坂 0774-82-3838
町立デイサービスセンター 0774-99-4318
老人福祉センター「玉泉苑」 0774-82-3499
老人福祉センター「賀泉苑」 0774-82-5059
京田辺市消防署　井手分署 0774-82-3000
井手町役場　代表番号 0774-82-2001

公共施設電話番号一覧

(2 月 21 日から 3月 20日までの届け出分・敬称略 )

住 所 赤ちゃん 届 出 人
多 賀 中 原　桜

さくら
辰 義

井 手 西 島　朱
しゅ

 那
な

智 子

多 賀 西 川　寿
じゅ

毅
き

也
や

夏 希

多 賀 中 村　虎
こ

太
た

郎
ろう

遼 也

〈
出
生
〉

〈
婚
姻
〉

住所 夫 妻
多 賀 髙 口　直 樹 相 川　知 香

井 手 中 山　幸 司 中 村　静 加


